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MP解析
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最適化された空洞形状の例

端板の角のまるみが異なっている。
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MP中の電子の軌道
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二次電子放出係数
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MPのR依存の例
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MPのR依存

縦軸は〈δ〉-Eacc曲線と〈δ〉=1によって囲まれた領域の面積
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平均二次電子放出係数

端板に一次電子を置いた際の平均二次電子放出係数〈δ〉。
横軸は加速勾配 Eacc。
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スポークの根元の場合

インセットでは、縦軸は平均衝突エネルギー〈K〉、
横軸は加速勾配Eacc
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楕円の長軸と短軸比a/bを変えて計算

MP-楕円形状の試行

a
b
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MP計算‒楕円形状

0.5~0.6辺りで閾値が高い。
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MP計算‒電子軌跡

a/b～0.6で衝突角が深くなり、
２次電子放出確率が下がる

Better Worse
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トリミング治具
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Half Spoke Side Trim Jig
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Half Spoke Trimming Jig 
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ハーフスポーク(Nb) 治具取付

ケミカルウッドはオイルが浸透する。 
表面塗装を施して切削オイルの浸透を防ぐ 

（樹脂膨潤破壊を防止）

ハーフスポークトリミング嵌合1
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ハーフスポークトリミング嵌合2
Nb Cu Al

ほぼOK ほぼOK 合わない
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Cuハーフスポークトリミング試行

銅はトリミング問題なし

半田にて仮組
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Nbハーフスポークトリミング試行

反対側 
バリが出て中
子が抜けない

最初は切れていた。

ＨＳＳ材で加工した 
刃物使用不可 
超鋼を注文

現在加工条件を探索中
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溶接後Spoke Trim 治具
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溶接後のスポークトリミング嵌合

Nb

Cu

70mm

最大3-4mm短い

タンク側との接続部の移動
により対応可
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まとめ：MP解析
• 空胴サイズの変更(325MHz→650MHz)により、
650MHzの解析を進めた。 

• スポークの根本やポート部分などのMPは大きく
なさそうである事が判った。 

• 端板コーナー部のMPがもっとも深刻になる可
能性が高い。⇒Rの選択が重要。 

• ロマノフ氏提言「複数曲率の円弧の接続形状が
MP低減に有利」より楕円を試行 
⇒ a/b = 0.5~6 が良い。
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まとめ：治具
• Half Spoke のトリム治具の嵌合試験 
NbとCuは良好。Alはダメ 

• Cuハーフスポークにてトリミング試行 
ハンダで仮組み可 

• Nbは切削条件の調整必要 
• 現プレス材の原形が小さく、切り代がない
がタンク側との接続部の移動で調整可


